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研究概要 

1) メープルシロップ含有糖の分析と機能性に関する研究 

2）フルレングスコラーゲンの機能性に関する研究 

3）褐藻類由来フコイダンの精製方法，機能性に関する研究 

4）畜産における脱気水の活用に関する研究 

5）お茶の栽培法による含有成分の変化に関する研究 

6）次亜塩素酸水の活用に関する研究（オール近大プロジェクト） 

7）その他，食品関連の SDGs に関する研究  

 

研究成果 

1）カナダケベック州のメープルサップ、メープルシロップ、メープルシュガーを用いて、これらの糖吸収抑制作

用、抗癌作用ならびに抗浸潤作用などを見いだしている。成分分析の結果，すでに特許取得済みの糖吸収阻害活性

をもった二糖を無溶媒条件で容易に安価な原料から製造できることがわり製造特許を共同出願していたが，出願よ

り 1 年以内に，これまでに報告のない三糖をメープルシロップ中に見出し，同様の方法で安価に製造できることが

わかったため，国内優先権を利用して再出願を行った。 

2）スッポンコラーゲンを含む化粧品が降るラインナップとなりクロモンコスメティック社から継続して販売が行

われている。養殖ブリ皮から抽出したコラーゲンを使用したヘアミストが愛しとーとから販売されていたが，デザ

インを一新し，UMIKARA シリーズとして，新たにシャンプーおよびコンディショナーが追加された。また，フェザ

ー社からのハンドエッセンスおよびシャンプーや，機能性繊維の加工技術を使用した京都西川や福井山本から寝具

シリーズも継続して販売されている。一方，近大マグロ由来コラーゲンを使用したものとしては，加美乃素本舗よ

り美容液が継続して販売されている。 

3）褐藻類であるアカモク中にフコイダンが豊富に含まれていることが知られているが，これを化粧品材料に使用

するための共同研究を UHA 味覚糖と行い，高分子量画分の精製と無臭化に成功し化粧品原料製造ラインが完成して

いたが，本原料を使用した美容液が紀州日高漁業協同組合から発売された。 
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